ワイオミング州家庭法・家庭内問題法令について
はじめに
専門の弁護士へのご相談をおすすめします。 
この資料に記載されている内容は、後述の参考文献資料をまとめ、日本語へ翻訳されたもので
あり、法律のアドバイスではありません。法律や裁判所の規定は複雑なものであり、また各州
により定義も異なってくるため、この資料の内容に基づいて手続を行うことが必ずしも望まし
い裁判結果につながるものではありません。裁判所に申請書類を提出する前に、弁護士へご相
談されることを強くお勧めいたします。
また、経済的理由などから弁護士費用が支払えない場合でも、裁判所へ提出する書類の内容確
認や書類提出に関してのアドバイスを得ることも可能です。DV（ドメスティック・バイオレン
ス）被害者への支援プログラムや低所得者向けプログラムを提供している団体や、無料または
低額での弁護サービスを提供している団体など、公的・私的団体のサービスのご利用もお勧め
いたします。これらの団体への連絡先は、別途資料支援団体リストをご参照ください。
裁判所の違いについて
法律制度は、大きく民事法と刑事法の 2 つに分けられます。それぞれ、どの裁判所が管轄するか決められています。DV のケースでは、民事裁判（Civil）と刑事裁判（Criminal）という二つの 性質の違う裁判から DV 行為に対して法的措置を求めることも可能です。ワイオミング州では まず、第一審裁判所（または一般管轄裁判所）の District Court もしくは Circuit Court で取り扱われます。不服がある場合は、上訴し幾度かの審査を重ねた後、最終的には州の最上級裁判所（または州最高裁判所）Supreme Court へとケースが上がっていくこともあります。（ただし、 刑事訴訟における無罪の判決については、合衆国憲法に従い上訴することができません）
取り扱う内容について
District Court では、
•
家庭法（離婚・監護権・面会交流権、養育費）
•
民事法（5 万米ドルを超える訴訟、不動産関係）
•
刑事法（懲役 1 年以上に値する犯罪ケース）
•
少年法（親による虐待、怠慢、保護監督要請）
•
養子法
Circuit Court では、
•
保護命令（Protection Orders）
•
軽罪（Misdemeanor）
•
少額の民事訴訟（弁護士を介する、5 万ドル以下の訴訟）
•
さらに少額の民事訴訟（弁護士を介さない、6 千ドル以下の訴訟）
•
借地などの撤退または追い立て
•
交通違反
など、限定的なケースを取扱います。
ワイオミング州裁判所の違いに関する情報はこちらをご覧ください。
http://www.legalhelpwy.org/index.php/self-help/self-help-2/representing-yourself/court- information/#q4
民事裁判と刑事裁判の違い
民事法と刑事法の一番の大きな違いは、各法的措置の申立人（または原告）の違いにあります。
•
民事法のシステム：申立人は、被害者または先に申立てを行った申請者です。よって民 事法上の DV 保護命令（Domestic Violence Protection Order）取得のためには、被害者が裁判所に直接出向き、申立てを行う必要があります。保護命令発令後、加害者が違反した場合は逮捕されることもありますが、基本的に民事法制度では、申立人は DV 行為に及んだ加害者の逮捕、または懲役などの刑罰を与えることを求めることはできません。
ワイオミング州 DV 保護命令に関する法律 (Title 35, Chapter 20: 35-20-102)
http://legisweb.state.wy.us/statutes/statutes.aspx?file=titles/Title35/T35CH21.htm
•
刑事法のシステム：検察局（District Attorney’s Office）が申立人となります。刑事法による裁判では、ハラスメント、暴行、殺人、強盗等の刑法に違反する犯罪行為が扱われ、 告訴により加害者の処罰も求められます。刑事法制度では、検察官（Prosecutor または 地方検事 District Attorney とも呼ばれる）がケースの進行の主導権・決定権を持ち、刑事裁判を続行するかどうかの判断権も持ちます。よって、州の地方自治体が加害者に対して裁判の申し立てを行います。もし被害者自身が、加害者に対する告発（Press charges） を希望しない場合であっても、検察側はある程度被害者の意見を考慮することはあって も、基本的には告訴をすぐに中断したり、取り下げたりすることは、システム上できません。告訴取り下げや判決に関して、被害者に召喚状（Subpoena または Court Order： 事件に関わる特定の人物に対し、裁判所へ出頭し証言することを命じる裁判所からの命 令書）を発し、証言人として法廷に立たせることもあります。
ドメスティック・バイオレンス（DV）とは？
DV とは、親密な関係において、その一方の側が身体的暴力、強制、脅迫、威嚇、監禁や精神的、 性的、経済的な虐待によって、相手方を意のままにコントロールしようとする行為を指します。 身体的暴力による外傷がもっとも目につきやすいものの、そのほかの行為によってできる心的外傷も十分に考慮しています。いずれにせよ、相手がいかに理不尽にコントロールしているかの物的証拠をつかみ、提示することが大切です。ワイオミング州では DV は法律上、Domestic Abuse と呼ばれ、これを理由に保護命令を取得することができます。
I 保護命令
もしこれをご覧になっているあなたが、DV の被害者で身の危険が差し迫り、逼迫した状態にあ る場合には、すぐにその場から離れて安全な場所を確保し、911 に電話して警察の助けを求め てください。もし、安全な場所がすぐに確保できない場合は、公的・私的団体がシェルターな どの支援・救済活動をしています。DV 被害者向けの支援団体リストは、別資料に載せてありま すが、緊急かつ緊張状態にある場合、すぐに下記のいずれかに連絡してください。
Wyoming Coalition against Domestic Violence and Sexual Assault http://www.wyomingdvsa.org/
303-755-5481（代表）
National Domestic Violence Hotline http://www.thehotline.org/
1-800-799-SAFE (7233)
保護命令（Protection Order）とは？
保護命令とは、DV 行為や犯罪行為の被害者が、加害者から身体的または精神的危害を受け続け る恐れのある時に、加害者が被害者に連絡をすることや接近することがないよう、裁判所が発 行する法的措置のことを指します。米国では、保護命令は、Order of Protection または
Restraining Order と呼ばれます。ワイオミング州では、DV 被害者のために発行される保護命令 を Domestic Violence Order of Protection と呼んでいます。
ワイオミング州では、加害者（Abuser）が、被害者と下記の家族関係（Household Member）あり、DV 行為（または犯罪行為）に及んだ場合に保護命令の発行を求めることができます。また、 保護は、男女どちらにも適応され、とくに性別を問いません。
家族関係（Household Members）の定義
•
配偶者または元配偶者
•
事実婚で一緒に住んでいる（または住んでいた）相手
•
共通の子供がいる相手（同居・非同居問わず）
•
成人した子供とその両親
•
そのほか一緒に同居している相手
•
性的関係を持った相手、など
保護命令は、DV の被害者やその子供に対し、一時的な法的保護を迅速に与えることを目的とし ており、加害者が保護命令に記載の禁止事項を無視してその行為に及んだ場合には、逮捕され 刑事裁判所へ出頭させられるか、または、法的命令を発行した裁判所への再出頭を命じられま す。保護命令の申請は無料で行うことができます。
保護命令が適応される DV 行為とは？
•
身体的虐待（Physical abuse）
•
「殴るぞ」と言って脅すなどの脅迫行為（Threatens to physically abuse you）
•
暴力行為（Physically hurt you; Assault）
•
暴力未遂行為（Attempting to physically hurt you）
•
軟禁する、身動きができないように押さえつけるなど、相手の自由を著しく抑制する行
為（Unreasonably restrain your personal liberty）
•
いつ暴力を振るわれるのではないかと恐怖感におののかせるような態度やそれに付随す
る行為（Reasonable fear of imminent physical harm）
•
相手が望まなくても無理に性行為を行う、またはそれに従わせようと脅したりする強制
行為（Involuntarily engage in sexual activity by force threat of force or duress）
この他、ストーキング行為については、Orders of Protection Against Stalking という保護命令を別 途申請します。ワイオミング州の定義するストーキング行為とは、
•
何度も連絡を取り、乱暴な言動・脅迫や名誉を傷つけようとするなどの無作法な行為
•
相手の許可なく職場や学校、自宅などに付きまとい、待ち伏せ、押しかけるなどの行
為
•
監視、行動調査などの追跡行為
を指します。詳しくはワイオミング州のストーキングに関する法律（Title 6,  Chapter 2:  6-2-502） をご参照ください。
http://legisweb.state.wy.us/statutes/statutes.aspx?file=titles/Title6/T6CH2.htm
保護命令の申請方法
ワイオミング州では、DV 保護命令、ストーキング保護命令、いずれも Circuit Court で申請が扱 われています。保護命令には主に 2 種類あります。
•
暫定的緊急保護命令（Ex Parte Temporary Order of Protection）：もし被害者が逼迫した状 況にある場合、判事が緊急措置を施す保護命令です。通常、DV が発生してから 72 時間 以内に加害者を出頭させ、判事による尋問を行いますが、それまでの期間、被害者を保 護するための暫定的な対策法です。この暫定的緊急保護命令の発行は、加害者の立場や 意見は鑑みず、被害者の証言のみによって早急に行われます。
•
最終保護命令（Final Domestic Violence Order of Protection）：一年間有効です。有効期間 が過ぎたら、再度更新することも可能です。最終保護命令は、被害者・加害者の両者が 法廷に出向き、お互いの言い分を判事が聞いた後、最終的に判事が判決を下します。
保護命令の手続きは、お住まいの Circuit Court に直接出向き申請書を入手します。離婚申請書 のようにオンラインで書類を入手することはできません。下記のリンクから、管轄の裁判所を 見つけ、直接ご連絡ください。
http://www.courts.state.wy.us/CircuitCourtDirectory.aspx
保護命令に関する一般情報は、下記資料をご覧ください。
•
Wyoming Center for Legal Aid
http://www.legalhelpwy.org/index.php/self-help/self-help-2/protection-from-abuse/domestic- violence/common-questions/#Q1
II 離婚
専門の弁護士へのご相談をおすすめします。 
アメリカ国内での離婚は州により認められるため、離婚の要件、費用、所用時間、養育・監護
権等の煩雑さは全米５０州の州ごとで異なります。離婚するには、離婚する州で実務を行って
いる弁護士を雇うことが、最善かつ法的に手続きを進める手だてとなります。
アメリカには協議離婚を含め、裁判外離婚（extra-judicial divorce）の制度がありません。つまり日本のように離婚届に押印しそのまま役所に提出すれば受理される、ということはなく、双方合意の下の離婚であれ、アメリカでは離婚申請書を管轄の郡民事裁判所に提出し、判事が最終的に判断します。
ここにご紹介する内容は、一般的に配布されている資料情報をまとめ、日本語へ翻訳されたものであり、法律のアドバイスではありません。この資料の内容に基づいて手続を行うことが必ずしも望ましい裁判結果につながるものでもありません。裁判所に申請書類を提出する前に、 ぜひ弁護士へご相談されることをお勧めいたします。
また、弁護士または法律相談情報等につきましては、別資料をご参照ください。 
離婚とは？
離婚とは、夫婦間の婚姻関係を解消するための法的措置です。婚姻の解消により、それまで共同で担ってきた役割・資産等を分割します。離婚手続きにより取り決められる主な内容は、
•
結婚資産と負債の分配（財産所有権の決定を含む）
•
監護権、養育費、面会交流時間
•
扶養手当
などです。
また、ワイオミング州では法的別居（Judicial Separation）もまれに認めることもあります。法的別居は、無理に離婚を進めることで申請者が脅威や威圧を感じ、離婚そのものよりも別々に離れて暮らすことを優先したい場合にこのような選択肢が設けられています。場合によっては 期間を限定して判決が下される場合もあります。法的別居は、離婚と同じように結婚資産の分配、子供の監護権、養育費また扶養手当等を取り決めるほか、所有地に関する権利の制限や売却なども含みます。法的別居が成立した後で、妥当な理由があれば離婚に変更することも可能ですが、法的別居そのものは離婚理由にはなりません。
詳しくは、ワイオミング州法（Title 20, Chapter 2, Article 1; 20-2-106）をご参照ください。
http://legisweb.state.wy.us/statutes/statutes.aspx?file=titles/Title20/T20CH2.htm
離婚の居住条件は？
ワイオミング州で離婚申請をするためには、申請者が、離婚を申請するまでに同州に少なくと も 60 日間在住していることが条件です。また、夫婦に子供（18 歳未満）がいて、監護権につ いても取り決めたい場合は、子供は同州に 6 か月以上在住している必要があります。
離婚の理由は？
ワイオミング州で離婚申請をするためには、居住条件の他に離婚理由（Grounds for Divorce）が 必要です。これは州法で認めている合法的な離婚理由のことをいいます。ワイオミング州法で は、主に２つの理由が認められています。
a)   夫婦不和。相性の不一致で夫婦関係が修復不可能（Irreconcilable differences）な場合。
b)   一方が回復余地のない精神異常または精神障害者である場合
詳しくは、ワイオミング州離婚に関する法律（Title 20, Chapter 2）をご参照ください。
http://www.courts.state.wy.us/DandCS.aspx
法律用語
この用語集は、ワイオミング州が定義する、離婚申請に必要な書類に使用されている法律用語 をまとめたものです。同じ用語でも、各州によって意味が異なることがあります。詳しくは専 門の弁護士におたずねいただくか、ワイオミング法律相談プログラム（WY Legal Aid）へお問い 合わせください。
電話 1-877-432-9955
ウェブサイト http://www.lawyoming.org/
•
   自主弁護（Pro se）弁護士の力を借りず、自主的に申請手続を行い、また法廷に立つこと。主として、双方とも合意に至り、異議のない離婚（Uncontested Divorce Case）など の場合に選択できる。ただし、申請内容に記入漏れや間違いがあった場合、判事を含む裁判所関係者は申請書を受け付けることも、ましてや相談に応じることも一切できず、 無駄な時間や手間がかかるリスクが大きい。判事にこちら側の要望を聞いてもらうには、 別途尋問（Hearing）日を設ける必要があります。
•
離婚の申立て（Complaint for Divorce）離婚をするために書類を裁判所に申請することお よびその申請書。離婚の申立てにより、監護権・養育権、子供の離婚後の居住場所、面 会交流、財産分与等の詳細を裁判所で正式決定を要請することを意味します。
•
原告（Plaintiff）離婚の申請を行う配偶者。申請者とも呼ぶ。
•
被告（Defendant）離婚申請を受けた側、つまりもう一方の配偶者、または相手方。
•
判決（Decree）裁判所の最終決定のこと。つまり、離婚成立を意味します。
•
申請書の相手方への送達（Service of Process）離婚を申請する側（申立人）が、裁判所 に申請書を提出した後に、書類の写しが相手方（被申立人）に送達されることを意味し ます。送達は、第三者を通して行われます。送達を受けた被申立人は、書類内容につい て応答しなければなりません。
離婚申請のプロセス
ステップ１：離婚申請書を入手する。
離婚の手続きを開始するには、まず離婚申請書（Complaint for Divorce）および必要書類を入手 します。夫婦間に未成年者の子供（18 歳未満）がいる場合、申請に必要な主な書類名は以下の 通りです。
•
民事裁判カバーシート (Civil Cover Sheet)（ステップ２参照）
•
夫婦記入用紙 (Vital Statistics Form)（ステップ２参照）
•
離婚申請書（ステップ２参照）
•
召喚状（Summon）（ステップ２参照）
•
極秘養育費に関する要求書（Confidential Statement of the Parties for Child Support Order）
（ステップ２参照）
•
書類通達受取確認書（Acknowledgement and Acceptance of Service）（ステップ４参照）
•
極秘結婚財産供述書（Confidential Financial Affidavit）（ステップ５参照）
•
離婚内容供述書‐双方同意に至る場合（Affidavit  for Divorce without Appearance of Parties）
（ステップ６参照）
•
離婚判決書‐未成年の子供がいる場合（Decree of Divorce with Children）（ステップ６参
照）
•
養育費のための収入差引命令書（Order for Income Withholding）（ステップ６参照）
•
養育費支払い方法明細書（Income Withholding for Support）（ステップ６参照）
申請書類一式は、ワイオミング州司法局ホームページのパケット 1（Packet 1 Divorce with Minor
Children）からダウンロードできます。
http://www.courts.state.wy.us/DandCS.aspx
なお、子供のいない夫婦の離婚申請書類については、同ホームページのパケット 3（Packet 3
Divorce without Minor Children）をご参照ください。
弁護士を雇う場合は、弁護士を通じて書類を入手します。 ステップ２：申請書を提出、裁判所での正式手続き開始。
上記方法で入手した離婚書類記入後、コピーを 2 部取ります。複写を含む書類の一式を、在住 している郡の裁判所（County District Court）に提出し、手数料を支払います。この時に提出する 書類名は下記の通りです。
· 民事裁判カバーシート (Civil Cover Sheet)
· 夫婦記入用紙 (Vital Statistics Form)
· 離婚申請書（Complaint for Divorce）
· 召喚状（Summon）
· 極秘養育費に関する要求書（Confidential Statement of the Parties for Child Support Order）
書類が受理されると、書類にケース番号（Case Number）が付きます。これは、裁判所で取り扱 うための重要な確認番号となり、ほかに付随する関連書類にも同番号が記されます。
＊極秘と記されている書類については、個人情報が記入されているため、裁判所に提出後、関 係者以外の人物が閲覧またはコピーを入手することは、法律で固く禁じられています。
ステップ３：離婚申請書類を相手側に送達する（Serve the Defendant）
裁判所へ申請した書類の写しは、第三者（郡保安官等）を通じて原告から相手へ正式に送達さ れます。書類を受け取った相手は、ワイオミング州の法律上、被告（Defendant）と呼ばれます。 この書類の送達を Serving もしくは Service of Process と呼びます。この手続は、原告が裁判所に離婚申請をした日から 90 日以内に行われなければなりません。
相手に送達する書類はすべて事前にコピーを取り、また送達を行った証拠となるものについて も大切に保管してください。
＊離婚書類を受け取った原告は、離婚に同意できなくとも、手続そのものを阻止することはで きません。（詳しくはこの後に続くステップをご参照下さい。）
ステップ４：被告からの返答（Waiting for the Dependent’s time to answer to expire）
•
被告は、書類受取後 20 日以内（被告が他州に住んでいる場合は 30 日以内）に返答しな ければなりません。この返答（Answer）とは、離婚かかるケースにつき、書類送達受取 確認書（Acknowledgement and Acceptance of Service）を添えて正式に裁判所に連絡する ことを意味します。相手が返答しなくとも、原告はこの 20 日間は（他州の場合は 30 日 間）必ず待たなければなりません。
待機中、原告は次の手続きを進めることができます。 ステップ５：互いへの情報提供（Initial Disclosure）
ワイオミング州では、被告へ送達されてから 30 日以内に、原告は離婚財産の分配に関する書類 極秘結婚財産供述書（Confidential Financial Affidavit）や養育監護権および面会等を取り決めるた めの書類を作成します。 養育に関する書類には、なぜこの提案が子供の最大の幸福のためになるのか理由を明記します。 各自で作成した書類は、原告は被告へ、被告は原告へ、それぞれ相手に提出しなければなりま せん。この書類は裁判所へ直接提出はしません。
ただし、原告・被告の二人がすでに同意しており、離婚財産の分配から監護権に関することすべてにおいて異議がない場合は、情報交換せず、そのまま次のステップに進むことができます。
ステップ６：裁判所でどのように離婚のケースが進行するのか理解する。
通常、お互いに情報提供が交換されると、裁判所より離婚のケースが今後どのように進行する か大まかな概要が伝えられます。この後、離婚財産の分配と、誰にどんな種類の養育権がいく か等を主に取り決めます。（監護権・養育権に関する内容は、この後に続く監護権・面会交流 権をご参照ください。）基本的に、双方の同意（離婚内容の一致）を得れば離婚はスムーズに
進み、前述にある離婚内容供述書の確認をして離婚が成立するのですが、相手側の同意が一定 期間内に得られなかった場合、合意のない離婚（Contested Divorce）として裁判所で扱われ、双 方で専門家などを介して協議したり（離婚調停）、または法廷で争うことにまで（離婚裁判） 発展することもあります。
ただし、被告から書類の通達の返答が指定の期間までになかった場合、判事は相手の不履行（Default）を認め、原告の申請した内容で離婚が成立します。このことを Divorce by default といいます。
離婚は、判事が判決書（Decree of Divorce ）にサインをしない限り、正式に成立（Decree）した ことにはなりません。離婚判決書には、監護権や養育費等の細かな取り決め内容が含まれてい ますが、養育費が毎月きちんと相手へ届けることが難しいと思われる場合、支払人の給与から 養育費分を差し引き、受取人の口座へ直接振り込む方法をとることも可能です。この方法が合 理的だと判断された場合、裁判所で養育費支払いのための収入差引命令書（Order for Income Withholding）を発行してもらい、さらに支払方法については、養育費支払い方法明細書（Income Withholding for Support）に記入し、具体的な内容に沿った申し込みを行います。
養育費のための収入差引支払措置については、下記をご参照ください。
http://www.acf.hhs.gov/programs/css/employers/income-withholding
ワイオミング州法・手続きに関する資料はこちらをご参照ください。
http://www.courts.state.wy.us/DandCS.aspx
III
監護権・面会交流権
監護権とは？
監護権（Custody）とは、未成年の子供（原則 18 歳以下）を養育する親の監督・保護・擁護権 のこと。肉親または法的関係にある親が、「子供にとって最良の環境（Best Interest of Children）」を最重視し、子に関する重要事項や居住地の決定など、親として任せられる最終決 定と責任権を指します。
監護権には主に 2 種類あります。
1.   法的監護権（Legal Custody）‐子供の養育や生活に関わる事柄を決定する権利。離婚後 も両親が子のために協力しあえると判断できる場合、双方に法的監護権が与えられます。
2.   法的身上監護権（Physical Custody）‐子供が主に誰と一緒に暮らすかを決定する権利。
そして、各ケースにより、上記の監護権を次の 3 通りに分類されます。
1.   単独監護権（Sole or Primary Custody）一方の親が子の監護、養育および身上監護を 独占し、またそれらに関して責任が与えられる親の権利。身上監護を独占できるこ とが最も大きなポイントです。身上監護権を与えられなかったもう片方の親には、 面会交流権が与えられます。面会交流時間は、単独監護権を持つ親が決める場合と 判事が決める場合とがあります。ほとんどのケースでは調整可能ですが、何らかの 理由により、判事が、面会する親が子に接触することで子どもに危険と判断される ような場合には、裁判所の指定する第三者の監督下で面会が行われます。
2.   共同監護（Joint or Shared Custody）双方の親に与えられる監護・養育および身上監護 権ですが、次のどちらかに決定されます。
o
双方の親に、法的監護権と身上監護権の権利が両方とも与えられる場合：子ども
はそれぞれの親とそれぞれの家で十分な生活時間を過ごします。また、双方の親
に同等の権利が与えられるため、子に関わる重要事項（教育、宗教、治療等）を
双方の親が一緒に話し合い、お互いに同意を得なければなりません。
o
双方の親に法的監護権があるが、一方の親にのみ身上監護権が与えられる場合：
身上監護権の与えられなかった親は、単独監護権のケースと同様、面会交流権が
与えられます。ワイオミング州では、共同監護権の中では、こちらが極めて一般
的です。
3.   分割監護（Split Custody）子供が二人以上いて、親がそれぞれ別の子の監護権を獲得 すること。当然のことながら、兄弟が離れて別々に暮らすケースが多くなるため、 法の最大の目的である「子供にとって最良の環境を」実現し、維持することが難し くなります。
法廷では、主に何を基準として監護権を判断していますか？
判事は、子供にとって最良の環境（Best Interest of Children）を誰が提供できるかを判断基準と しています。具体的な判断にあたり、ワイオミング州の法廷では、主に以下の事実関係を吟味 します。
•
親同士の地理的距離
•
親の子育てに対する熱意、および親としての義務遂行能力（食事の支度、衣服の着せ替
え、宿題のサポートなど、一般的な生活面での世話と関与）
•
子どものケアや成長への関心度（親が技量向上するための個人的熱意なども含む）
•
親同士が敵対していないかどうか
•
親同士が養育プランを守れるかどうか、また子供の生活上、急に変更を余儀なくされた
場合に対応できるかどうか
•
子の年齢と親への信頼度
•
子の友達との関係、など。
子供はワイオミング州に住んでいませんが、監護権を申請することは可能ですか？
ワイオミング州法では、通常、監護権申請の条件として、子供が 6 か月以上滞在している必要 があります。たとえ親が同州に在住していても、この条件を満たしていなければ、子供の監護 権に関しては法廷で取り決めることはできません。
ワイオミング州の監護権に関する資料はこちらです。
•
ワイオミング州監護権に関する法律（Title 20, Chapter 2, Article 2; 20-2-201）
http://legisweb.state.wy.us/statutes/statutes.aspx?file=titles/Title20/T20CH2.htm
•
ワイオミング州の監護権に関する情報案内
http://www.legalhelpwy.org/index.php/self-help/self-help-2/family-law/child-
custody/common-questions/#q1
•
監護権関係書類（Packet 2 Divorce with Minor Children）：
http://www.courts.state.wy.us/DandCS.aspx
IV
養育費
養育費とは？
子供をサポートし続けることは、法的に定められた親としての義務です。夫婦の離婚後も子供 の養育にさしつかえのないよう、一方の親がもう片方の親を経済的に支援する義務があります。 この子供の養育に充てられる経済的支援のことを養育費といいます。養育費の支払いは、子供 に特別な事情がない限り、通常、子供が 18 歳になるまで継続されます。養育費は、離婚申請の 構成内容の一部として扱われることがほとんどです。
養育費の金額はどのように決められるのですか？
養育費の金額は、州法が規定する養育費計算法によって決められます。子供にかかる費用とし て、主に以下の項目が考慮されます。
１． 子供の年齢
２． 医療治療や教育に係る費用
３． チャイルドケア代
４． 婚姻以外で子供に支払われている養育援助費
５． 面会交流に係る交通費
６． 子供の健康保険料
７． それぞれの親の子供との生活時間
８． 子供に係る必要経費
９． 親が失業中または求職中であるかどうか、など。
養育費の支払い額は、それぞれの親の収入と子供の数により変わります。また単独監護権や身 上監護権を持たない親は、監護権を持つ親に養育費を払い養育をサポートすることが一般的で す。
詳しくは、下記資料をご参照ください。
•
ワイオミング州の養育費に関する法律 (Title 20, Chapter 2, Article 3; 20-2-301 から 20-2-
316)
http://legisweb.state.wy.us/statutes/statutes.aspx?file=titles/Title20/T20CH2.htm
•
ララミー市の提供する養育費オンライン自動見積り計算
（目安としてご利用いただけます。）
http://www.laramiecounty.com/_departments/_district_court/calculator.aspx
•
ワイオミング州養育費に関する一般案内（養育費申請書等もこちらから入手できます）
http://www.legalhelpwy.org/index.php/self-help/self-help-2/family-law/child-support/
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